
▼これは2008年8月に本会力哺相馬市原町区錦町の県道沿いに建てた看板ですがへ糊こ3.11震災以後､ボランテ
ィアや被災地視察で全国から訪れる方々に注目さｵTていまず＄東京･上野の東京都美術館で8月20日まで開催の
『第62回平和美術展』にも､この看板の写真が展示されました｡また9月24日に南相馬市を視察される『東京
都北多摩東退職教職員の会』弱名は､この看板の前での記念撮影を､訪問の一大目標にされています。
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この看板の『2つの文営』は､思いがけず今年度のノーベル平和賞の候補になることを予雷
したような､また今年7月、安倍内閣が解釈により憲法9条を変えてしまおうと閣議決定

をしたことを憂慮する言葉になりました｡ますます､この看板の意義が深まってきました。

『原発は安全j・・・でも、事放は起き琴し鱈！最兵にけて兵・
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▼2014年8月12日『朝日新聞』よりコピー
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’ ◆8月15日現在､本会会員数は438名
（氏名公表可368名、匿名希望者70名)。
震災から3年半ですが、避難して住所不明者

が18名、退会14名、死亡13名で、計45名が
会員名簿から消えました。でも会員は震災前よ
り増えていて、「9条が危ない」と不安をもつ方
が多くなっているのでしょう。

、

ｌ
ｊ
ｑ
、 平山に逃れ､全員無事で賞饗されています。

（現在､浪江町に入るには特別な許可が必要です｡）

7g20B (B)午後、事務局員一同により、
浪江町の被災地見学会を実施しました。案内役
は新事務局員の志黄勝明さんで、浪江町の請戸
橋、請戸小学校、希望の牧場、浪江駅前の新聞
販売店、浪江町役場などへ。

請戸橋から､南に事故を起こしたイチエフを、
北には設置を断念した東北電力棚塩原発予定地
を遠望。もしも棚塩原発が設置されていたら東
日本の壊滅は免れなかったと言われています。
それを知る国民はいませんが。
請戸小学校内のすさまじい津波の爪痕にも、
強いショックを受けました。ともかく、原発事
故後初めて目にする浪江町は､.まるで別世界の
ようでしだ。 （報告･早坂吉彦）
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▲7月26日、｢県九条の会｡全県交流集会』にて。
左が本会事務局員の栗村文夫夫妻｡右､県九条
の会代表の吉原泰助氏ともお話できました。
7月26日（土）に、福島県内の九条の会・全

県交流集会が郡山市労働福祉会館で開催され、
参加して来ました｡それぞれの会の活動を知り、
交流ができ、有意義な一日でした。
質問したのですが、「はらまち九条の会」以外
にウェブサイトを持っている会は一つもなく、
インターネットを活用している会もありません

でした。そこで、本会の事例も説明し、インタ
ーネットの活用を提案しました。
「小高九条の会」の青田利幸さんもいらっし

ゃっていて、『憲法』小冊子のことも話してくだ
さり、「はらまち九条の会」のことを、少しです
がアピール出来たかと思います。より連携して
いければと思っています。 （報告画栗村文夫）

内している様子が大きく記事になっています。
放射線量の公表と現実の数値の大きな差を見て

『会報噸録集｣の発刊は来年12月に
「はらまち九条の会｣発足10周年記念として
◆今年中に会報『九条はらまち』101～250号
の収録集を発刊予定でしたが､8月27日の事
務局会で、次のように決定しました。
本会は、来年201 5年12眉に発足1.O周年を

迎えるため、その記念として発刊する方がより
有意義と話合いました。
すでに印刷経費のカンパや、1部2千円のカ
ンパ（非売品）をお預かりしていますが、ご希
望の方は、事務局員にお申し出ください。
ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
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みも原発事故で一蹴されました。（山崎健一）
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